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G－5    公島・東京・沸手μおt  5 収庭内臓 鳳輦作りt 敏一昭ﾀｸとffgお2がtt鞍一
沸 臨,大数 肴 海 浸岑み江， 大東火肥大 大山^ カエ, 名千ﾒ ね%  O漬永島，

前報に引き楕さ ／茸関り軸蒙製作知 りか ‥ｼKX  い5  「 娃ヽ･方」バフいマ．昭和声ｸ与

‘り調査おもとに耶和知写植と比軟..つ5-・)ような鶏果が碍られtこﾌﾟr'報告す2>。目的

・方;晟,i既報 の^ 名･リブあi･ので各各't, 2･.
鯖果　 の 坪 服類 以 つ･' 乙 は歿 辱 ぷ:り 辨 冴‘り方 か‘3 まま域k. も多<  り 技術i ）f ヽ ･5 よう

にな9  T ヽ･3 ． 特 にぷ 島り肺 びが 薯 し<  豪京 ど<T)沸i>＼"み ら れな<  な フた．＠ 和 服哉 の

「 手縫 いの み 」 IX. 靫 耳 尺は東 京^ 除 く2 地 域 耐 勧口している,  「ミ シン縫 ヽ･」はφ2耳

･ｸ調 査と同 植-t･vii １ヽ z-あi ．「 あ わせ」 はち 今"^'践 夕 し. 去島 と東^. ≪<ぬﾛ ,z  ･り ．「

畔λ・K」･j 地 域 性ダii  フ き り レ^  ヽ' 1 肱 然沸5  x-ヽ よ<  府 わ収 てい る． ③ 寝 其額,:L;, と

A,側 唸 ，ヽJ の瞳.いう は 両調 会柘^'b-f走いの^ 』 が` 上廻 って^.  る．-ir-.irとんM だif が’Sシ

ン て咽

き石組･a n  ミシン 危 いφC両 算庚 笑広 知= 多く 見ら れ，片 耳･i 堵 加 しX  ヽ ヽ3 ．rふ（ う

観 よ ･ 名̂ 予柚 けφうSiill]食k  も^ 瞳.ヽ･*ヽこと廻 フ 乙｀ヽ 3 ，「 あ`むつ」 は啓漣 。X-iり声 代 つく

ら れ゛゛ ≫’,・J ’`」t- ゚ 始 果 から叔 眼 駄作 植術 はﾗす減 数ヵり 々･｝と瀞 今化t i に従 りヽ く

り 枚 術 が 用゙ いら れ てい2.  ．t-于逢・ ^  は和 蔵 級 ・纒具 難 ’小 物 頻り 瓢 作 に あヽ ‥Z 面 河次

5iも 大 池 なりj わ<*T.r ヽ･ ^  .   い ，こ とヵヽ ら 技術 吋% 傅 μ ＆地 域 惜 ＆力 屎 す^  タ瀋*'^'り

5  し　 そのit 類 の中 峯鳶 げ たリ忍 術･り喫 的 陶．t-i め3 リ 指 凛 おタ^^o りよ うr-  
～め れ2>

・

まれ 手縫 い の拉 柏μ 導 も哉*N･ 国 の殿 成t 馮II Iま捨1 切3  こ とヵ゛r’3 な･･ よ いr-  
～ 応>h.
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G －6 大営床政季節と.高校奔庭科し 関連に関1% 調貧研宛 （ 第i 粗ノ
丈急一々 尺匁攻　　　　 如丸 干付　o  丸咋 聖倉写

目的 ．高校t-^ ヽit る％ た桁 駄f  ク,徊 こと把 隻 しX 乱 こh ヽrr る匁 玖 喀笥り, い')  i  ^

験 討･S  ^  Izめ に. 教 肴内 瓦 俘 琢湊 ， 紋紗 な と恂 オ|勿p^ 弓 非 研 裕 レ マ, 沓μ 琴卸・り

^    <) 才 と居 餅 し ，厚 生首 導・ 効 果 とあ め ふ簒違 背辨i 得 ヨごと とS 的 とし た．

方活 ． 犬 春 す ふ欠f  客球 厚 好ﾉf-s. 3  ざ ？ 名£対 象 ヒ・ 乙 攻・ ／,      2 ，3   ･こっ い7

フ ン グー ト を行 な ，ft:.    エ． 高校rこあヽ ワ る匁農村 履 修 収 汰　 知X 八 象 庭科'^ 授 業ｌ

とごりS: うに 威 びz い たか にフ い マ．2.   よ 訃 と 泉政 タ 即 ヒ技 定 し 恥提由 ， あヽ 函i'^．す

ﾉ阿E,ヵま ざ方 につ 丿 気^.  享衆 枡 辰師,    あ■ F  防',    女教 師一般r^ 閲r  ^ ご と にｰ･･･ヽ 7  .

鯖 農． 次り ょうQ:  : と に つい て知 る ことか で きPz. .

の.  あ 攻 各庭科 り搾 支 £と-■o  ように咸 い で･ヽr: かIこっl1 てn.     %こ変t3  5  ら̂ に,／／%

普恚 ヵヽヽリt  外方 ，Vt. .    i た，余 り軽 きV  膠^ヽ.r-  , ≪l いと蔵 リ?  い たぞ^5 ヵ･■ :i φ 外h>

リ,    宅の 衣 な裸 他 出　 象庭科^  岡容 こ肺 吹か吋 ヵヽ ，た ． 尿 鳶折・り毅 卯ﾉつ烈 軋p'"俘 いな

＼L''力･'^巾 ら'S^化．R.     乖 俘 管まこか ，ど のよう な理 由 マ僅 路 を沃 岩 しTz  り こっ ヽヽ マa,

教 師． 栄養 ±考,  ̂t 棒 丿 碍 る化めだ濤 く． 次 に も校 ‰敗科 の 履辞 め 不足 を.測 な らｒこ

1^),   めヽ バ ＼',   さ い こ深 ＜勉 張 に こい たタ･ヵ･･･あげう 弧 だ．R  ／女沌I レ フい りょうに 覧

き たいﾀﾌヽ IC つい11^ ． ほ と ん どの'f  まP'･． 哀良 に

s. R. 客 庭桁数 師 ヒ 女巌 師一報 ヒ・)μL報 にっ い゛Zi礼 吝倅 大 細 善 惨 ， 哺耗 様 ， 服

所 ら 咸+t 帥， 局所 參私 利2  的 炉 とい こ同し丿頃匍 を示 レ乙 い ろｽﾞﾌヽ･ヽ,    さら に.    匁 律科 紅

峠 の 呑價 じ しT,     根 匙ヵ斗 巾 ら孔 ／'^C敢 師 一雅 めみ誰 七の£ いか･･み らμrこ.


